
 

 

 

 

令和５年豊能町議会 第３回 

スマートシティ特別委員会 

 

会 議 録 
 

 

 

 

令和５年９月13日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊 能 町 議 会 
 



令和５年豊能町議会 第３回  

スマートシティ特別委員会 

 

年 月 日  令和５年９月13日（水） 

場 所  豊能町役場 大会議室 

出 席 委 員  ６名 

      秋元美智子  寺脇 直子  池田 忠史 

      永谷 幸弘  永並  啓  川上  勲 

 

欠 席 委 員  なし 

 

委員外出席  管野英美子（議長） 

 

 

本委員会に説明のため出席した者は、次のとおりである。 

町 長 上浦   登    副 町 長 高木   仁 

  教 育 長 森 田 雅 彦    政策監兼住民部長 大 西 隆 樹 

  総 務 部 長 入江  太志    総 務 部 理 事 松本真由美 

  保 健 福 祉部 長 小森   進    都 市 建 設部 長 坂田  朗夫 

こども未来部長 仙波英太朗    まちづくり創造課長 田中  久志 

 

本委員会に職務のため出席した者は、次のとおりである。 

議 会 事 務局 長 浜本  正義    書 記 平田   旬 



本日の会議に付された案件は次のとおりである。 

 

１．未入金である令和４年度企業版ふるさと寄附金について  

 

２．その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 

  午後１時 00 分 開会 

 

○委員長（秋元美智子君） 

皆さんこんにちは。 

大分涼しくなってきて、今日なんか本当

にしのぎやすいっていうかちょっと寒いか

なっていうぐらいなんですけど、大丈夫で

すか。クーラー大丈夫ですか。じゃあこの

まま始めたいと思います。 

ちょっと季節の変わり目の激しいときで

す。昨日もおとといも激しい雨も降りまし

たし、何かと体調崩しやすいので。 

で、まず、今回のスマートシティについ

て町にとっては大変な問題ですので、お互

い議会も行政のほうも一丸となって、この

問題に取り組んでいきたいと思いますので、

お願いいたします。 

では座らせていただいて、始めたいと思

います。 

ただいまの出席委員は６名であります。 

定足数に達しておりますので、第３回目

のスマートシティ特別委員会を開会いたし

ます。 

委員会の開会に当たりまして、上浦町長

より御挨拶お願いいたします。 

○町長（上浦 登君） 

こんにちは。 

本日、スマートシティ特別委員会を開催

されるに当たりまして一言御挨拶を申し上

げます。 

皆様お忙しい中、御参集をいただきまし

て誠にありがとうございます。 

スマートシティにつきましてはですね、

御存知いただいてますように、令和３年度

ぐらいから進めてまいっております。 

本年度、それから来年度につきましてで

すね、KPI 等々を進めていかなきゃならな

いというようなことでございます。 

私ども理事者側といたしましては、与え

られた条件の中でですね、できるだけ KPI

を進めていきながらですね、実証で終わる

もの実装させていくもの、豊能町にとって

ですね、有意義なものにしていきたいと思

っておりますので、引き続きの御理解御協

力をいただきますようにお願い申し上げま

して、御挨拶とさせていただきます。 

本日はよろしくお願いいたします。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、ありがとうございます。 

それではこれより本日の会議を開きます。 

本日の協議事項は、御手元に配付とおり

です。 

タブレットの豊能町議会からスマートシ

ティ特別委員会、今日の日付を開けていた

だいて進めていきたいと思います。 

１．未入金である令和４年度企業版ふる

さと寄附金についてでございます。 

これにつきましてですね、前回こちらの

委員会として、まず基本的に大阪府の OSPF、

つまり大阪スマートシティパートナーズフ

ォーラムですね、これと、それからＯＺ１

っていう会社がそもそもどのような企業だ

ったのかっていうことと、払ってもらえる

よう国と府に対して働きかけを継続してい

ただきたい、以上３点まとめさせていただ

きました。 

国府に対する働きかけは後ほどまた口頭

で、お話しいただくとして、まずは、先に

タブレットの順番どおりいきます。 

大阪スマートシティパートナーズフォー

ラム、OSPF について、御説明をお願いした

いと思います。 

はい、田中まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

はい。まちづくり創造課の田中です。 

それでは資料１ですね、OSPF の概要の資

料を御覧いただきたいと思います。 

こちら大阪スマートシティパートナーズ
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フォーラムとはということで、これまでの

説明とですね、重複する部分ございますけ

ども、改めまして OSPFとはというところで

御説明をさせていただきます。 

2025 年の大阪関西万博に向けまして、大

阪府が大阪モデルのスマートシティの実現

に向けた推進体制をつくろうというところ

で大阪府、府内の 43市町村、それから企業、

大学、シビックテック等連携してですね、

設立されたのがこの大阪スマートシティパ

ートナーズフォーラムというコンソーシア

ムになっております。 

こちらはスマートシティを進めていくた

めに、いろんな団体が加入しまして、進め

ていこうとした推進体制というところにな

っております。 

団体の概要としましては、事務局は大阪

府庁の中にあるんですけども、大阪府スマ

ートシティ戦略部戦略推進室戦略地域戦略

推進課というところがですね、この OSPFの

事務局を担っているというところでござい

まして、2020 年の８月、令和２年ですけど

も 2020 年の８月 25 日に設立された団体で

ございます。 

今の傘下会員としまして、法人会員に 350

会員ということで、なっておりまして、個

人会員も４会員、それから賛助会員が 121

会員、特別賛助会員が３会員と、こういっ

たですね、会員の方々が加入されていると

いうところでございます。 

２ページ目なんですけども、この OSPF は

どんな取組していくんだというところで、

スマートシティの実現に向けた取り組みと

いうところで書かせていただいております。 

ちょっと読みますと、「少子高齢化や人

口減少、ポストコロナへの対応など、大阪

府や府内 43市町村の持つ課題の見える化及

び課題解決に向けたソリューションを持つ

企業と企業、行政を繋ぐコーディネート・

プロジェクトの推進やテーマに応じたワー

クショップやセミナーの開催、大阪のスマ

ートシティ推進に関する幅広い情報発信に

より、大阪府、府内 43市町村、企業、大学、

シビックテック等と連携して“大阪モデル”

のスマートシティの実現に向けた取組を推

進します。」ということで、下にですね囲

みで三つ書いておりますけども、特に豊能

町とのかかわりというところでいきますと、

１番左の太字で書いておる枠ですね、こち

らになるのかなと思っておりまして、コー

ディネートプロジェクトの推進ということ

で、少子高齢化や人口減少、ポストコロナ

への対応など市町村の持つ課題の見える化

及び課題解決に向けたソリューションを持

つ企業と企業、行政を繋ぐコーディネート

ということで、これまでですね、豊能町も、

なかなかそういった人材が不足しているあ

るいはそういったＩＴ人材ですね、に長け

た人材が不足しているというところで企業

と繋いでいただいたり、行政と繋いでいた

だいたりといったそういったコーディネー

ト役を、OSPF になっていただいてたという

ところでございます。 

簡単ですけども OSPF の概要は以上でござ

います。 

○委員長（秋元美智子君） 

何かこれついて、御質問なり、お聞きし

たいということがございましたら。 

ございませんか。 

何かＯＺ１が書いた、どっかに書いた資

料によると、豊能町非常に自分の町の課題

をよく知っていたと、この 43市町村の中。 

また、多分、協議会そのものが、人口の

多いところじゃなくて、全国見回して小さ

な自治体が多いんでそういうところで、い

かにこういったＩＴ化をしていくかってい

うことの、まず、どっかいいモデルがない

かなと、取組をしていきたいなっていうと
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こで豊能町に焦点が当たったことと、前町

長のほうから直接やっぱり積極的なアプロ

ーチがあったと。 

この３点挙げていたんですけど、これで

ほぼ間違いないですか。 

はい、田中課長。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

はい。まちづくり創造課田中です。 

はい。そのとおりでございます。間違い

ございません。 

○委員長（秋元美智子君） 

わかりました。 

はい、ではほか、次のほうに進んでいき

たいと思いますがよろしいでしょうか。 

はい、では次に移りましてＯＺ１の会社

概要につきまして、御説明お願いいたしま

す。 

はい、田中まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

はい。まちづくり創造課の田中です。 

そうしましたら、続きまして資料２のＯ

Ｚ１の概要について、御説明をさせていた

だきます。 

資料２御覧いただきたいと思います。 

こちらは会社概要ということで、いわゆ

る登記ですね、登記を元に、こちらのほう

で資料を作成したものでございます。 

会社名につきましても株式会社ＯＺ１と

いうことで記載のとおりなんですけども、

設立は 2019年５月に設立された会社でござ

います。 

所在地は、東京都というところで記載の

とおりです。 

資本金は 90,119,414 円ということになっ

ておりまして、役員としまして代表取締役

が江川将偉さん、それから取締役としまし

て石田雄太さんとこの２名が役員でおられ

ると。 

従業員数が 10 名ということで、括弧書き

で業務委託を含むということで業務をお願

いしている方も含めまして 10名という従業

員数となっております。 

事業内容につきましてはいわゆるＩＴ関

係の事業されておられるんですけども、情

報処理サービス業及び情報提供サービスい

わゆるソリューションの提供であったりで

すとか、あと設備関係ですね電気通信設備、

コンピューター、そういったその辺の周辺

機器の機器及びソフトウエアの企画開発で

あったりとか、あとインターネットを利用

した各種情報提供サービスのいわゆるコン

サルティング的な業務であったりとか、そ

の他有価証券の投資あるいは売買並びにそ

の他の投資事業、こういった事業をされて

ると、ところになっております。 

会社の沿革につきましては 2019 年５月に

設立されましてからこういった状況でです

ね、いろいろな事業、今回の CSPFC の設立

も含めた形での事業をこれまでされてこら

れたというところでなっております。 

説明は以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

資料これだけですか、何かこの際、御質

問ありましたら。 

はい、議長。 

○議長（管野英美子君） 

年商はどれだけあるんですか。 

寄附金を２億円ほどくださるっておっし

ゃっていたんですが、儲かっていなかった

ら寄附もできないと思うんです。川上議員

が以前そうおっしゃったんですけれど。 

年商幾らですか。 

○委員長（秋元美智子君） 

年商とかって、わかりますか。 

はい、田中まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

はい。まちづくり創造課の田中です。 

この会社のいわゆるその決算状況等につ
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きましては、ちょっと今すいません、把握

をしておりません。 

○委員長（秋元美智子君） 

こちらのほうもちょっと足りなかった部

分があるので、また後日改めてお願いした

いと思いますので、よろしいですか。 

私、気になるのはこの従業員数 10 名、業

務委託を含むという、従業員に業務委託を

含むとちょっと理解できないので、こうい

うケースもあるのかなあと思ってますけど

も、今そういうことなんですか。こういう

コンピューター関係だから。 

これにつきましてはまた後日改めて、そ

れから今後何か疑問が出てきたら、私のお

寄せください。改めて調べられるものにつ

きましては調べていきたいと思いますので。 

はい、永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

永谷です。 

事業内容で大体この会社に見てたら、情

報関係とかって書いておりますけども、イ

ンターネットなんかですけども。この有価

証券の投資及び売買並びにその他の投資事

業って書かれてるんですけど、この会社の

業務の中でですね、どうなんすか、この比

率というか、本来そのインターネットとか

仕事をやっておりますけども有価証券の売

買されてるということで僕よくわからない

んですけど、本業は一体何なのかというこ

となんですけどね。 

その点について、もしわかっておればお

願いします。 

○委員長（秋元美智子君） 

いかがですか。 

はい、お願いいたします、副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

ホームページ等で書かれてあるのは１番

に上がっております情報処理サービス業及

び情報提供サービス業、２番目の電気通信

設備云々といったところでございまして、

この４番目の有価証券の投資及び売買並び

にその他の投資事業ということに当たるも

のについて何をされてるのかってのはちょ

っと把握しておりません。で、主な業務と

してはここの上に書かれてる１番、２番、

３番のところを中心にやってらっしゃる企

業だというふうに認識しております。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

今までずっと付き合ってこられて、まだ

ホームページぐらいしかわからないという

状況なんですよね。 

これって、言うたらもっと深くですね、

どういう会社かというのは、知っておかな

いと、我々は全くわからないんですけど、

お付き合いされている以上はね、どういう

会社かというのもっと深く知っておかない

とあかんかなと思うんですけど。 

ホームページで載ってますだけじゃ私も

聞いたって何もさっぱりわからないんです。 

そういうところはどうですかね。 

何年間付き合ってこられてますので、こ

の会社の実態というか、どういうものなの

か、先ほど、従業員数 10名業務委託ですか

ら、ほとんど業者を使ってやってるという

内容かなという認識があるんですけれども。 

ですから、役員さんの２人だけが、実際

の従業員で、ほかは全く業者を使ってやっ

てるという会社なのかなという勝手な推測

しておりますが、その辺はいかがでしょう

か。 

○委員長（秋元美智子君） 

これ大阪府のほうで声かけて、来ていた

だいた企業さんですよね。 

じゃないんですか。 

自ら手を挙げて入れてくださいって来た

会社ですか。 
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はい、その辺りも含めてお願いいたしま

す。 

はい、田中まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

はい。まちづくり創造課の田中です。 

もともとこの 0SPF が立ち上がるときにで

すね、大阪府のスーパーアドバイザーとい

うところでこの代表の江川さんが就任され

ておったと。 

ただその、どのような経緯で、アドバイ

ザーにお願いをしたのか就任されたのかそ

こら辺の経緯については、承知はしておら

ないんですけども、どちらかのアクション

によってなされたということだと思います。  

で、この従業員数につきましては 10 名で、

業務を含むということで実際の正規の職員

さんが何人で業務委託が何人かってちょっ

と内訳まではわからないんですけども、た

だこれまで何回かそういうミーティングな

りですね、そういったところでお話をさせ

てもらってる中では、私の知ってる限りで

は４名ぐらいは正規のですね、社員さんと

はお話をさせていただいたことがあります

ので、それは正確な数字ではないんですけ

ども私のこれまでのヒアリングといいます

か、私の中で４名ぐらいとはお話をさせて

もらったということがございました。 

以上です。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、川上委員。 

○委員（川上 勲君） 

どんな事業をするにしてもね、まず最初

にね、その事業するその事業の相手、内容

は必ず把握しますわね。 

この会社、豊能町が付き合い出したのは

いつですか。 

付き合いした年。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、お願いいたします。 

先ほどの話に戻るかもしれません。 

はい、まちづくり創造課長。 

○まちづくり創造課長（田中久志君） 

はい。まちづくり創造課の田中です。 

そうですねこの令和２年の８月に OSPF が

立ち上がりました。 

その第１期のプロジェクトとして、豊能

町がモデル地区に選定され、豊能町で令和

３年度から、2021 年から豊能町でスマート

シティを進めていこうということになりま

したので、2021 年ということなると思いま

す。 

○委員長（秋元美智子君） 

川上委員。 

○委員（川上 勲君） 

設立が 2019年５月やね。それまで、21年

の２か年間から１年なんぼか何か仕事はし

てないのこの会社は。 

○委員長（秋元美智子君） 

大阪府の協議会のメンバーとして入って

きたということですね。 

そこからの知り合いですね。 

はい、お願いします。 

松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

2019 年にこの会社が設立されまして、事

業等をされていた中でですね、大阪府との

つながりができていってると私は理解して

おります。 

大阪府のほうが、OSPF 大阪スマートシテ

ィーパートナーズフォーラムというものを

設立されたときに、この会社の江川氏をで

すね、スーパーアドバイザーということで

迎え入れられた、そこからが、大阪府の事

業のスタートというふうに理解しておりま

す。 

○委員長（秋元美智子君） 

川上委員。 

○委員（川上 勲君） 
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ということは、ＯＺ１という会社は 2019

年か 20年やね。その前にね、代表取締役の

江川何とかいう人は、それまでのね、事業

をしたはずや。 

その以前の事業、以前５年ぐらいのね、

事業の内容を聞いて、売上が何ぼあったか

ね。言うたら調べるんやね。 

そういうことはなさっておられませんの。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

はい。今おっしゃったようなことはこち

らではしておらず、スーパーアドバイザー

という大阪府の紹介のもとでスタートさせ

ていただいたというものでございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

大阪府のいちメンバーだったってこと。 

はい、川上委員。 

○委員（川上 勲君） 

ということは、今の状況では大阪府に責

任があるわけやね。 

そういうふうに理解してもええね。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

責任のどの部分にというところが明確に

はわからないですけれども、スタートとし

てですね、今回豊能町がデジタル田園都市

国家構想推進交付金をとってスマートシテ

ィについて取り組むっていうところのスタ

ートとしては、大阪スマートシティパート

ナーズフォーラムの第１期のプロジェクト

に手を挙げてそこを進めてきたというとこ

ろがございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、川上委員。 

○委員（川上 勲君） 

いや、どういうところにあるとかないと

か違うて、実際そのふるさと納税入ってな

いわけやろ。入れる言うたんが。 

それに問題があるやん。違うのん。 

○委員長（秋元美智子君） 

  もう一度質問お願いします。 

○委員（川上 勲君） 

この人の過去はわからん、大阪府が紹介

した言うけどね、この人のやったことはや

ね、問題あるから今、特別委員会つくっと

るんやからね。 

その問題はやね、ふるさと納税のね、２

億近くの金をしてないからね、問題あるわ

けや。違う。単純にそんな理屈やら抜いて

ね、やってないというところに問題あるわ

けや。この人の。 

そやから問題あったらその以前にね、こ

の人のやね、細こう言うたら生まれてから

この年までね、どんなことをしてきたか身

辺調査ぐらいするのが当たり前や。 

今まで何にもしてまへんねやろ、これは。 

その辺が問題や、ということですわ。 

○委員長（秋元美智子君） 

お金ができたら払うとか払わない気はな

いとかいろいろな相手先は言ってきてます

けども、現実的には、江川何某、ＯＺ１と

いう方が本当に信頼できるか会社かどうか

は、この期間の間でもきちっと調べていっ

たらいいんじゃないかということをおっし

ゃったってことですね。 

こちらとしても大阪府が呼びかけた、仲

間うちってこれ最初の先ほどの OSPFの表を

見ると、350の会員の中の１企業ですね。 

で、相手はスーパーアドバイザーという

大阪府の触れ込みのようです。 

ですから、この件に関しまして、今の川

上委員の質問、このＯＺ１、それから江川

氏に関しましては、大阪府のほうから、も

うちょっと情報を集めていただくように、

お願いするってことでよろしいですか。 

今の段階では、これ以上のことは出てき
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そうもないので。 

  （発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

それも含めて、だからどういう相手だっ

たのかなぜ選んだのかを含めて、今後の取

組のためにも必要ですので。 

はい、川上委員。 

○委員（川上 勲君） 

設立してからね、２年ぐらいでね、２億

近いね、ふるさと納税がね、できるかでき

ひんかいうのをね、調べてみたんか。豊能

町として。どないです。 

○委員長（秋元美智子君） 

ちょっとごめんなさい、今のこのお話、

質問。質問はこの後のほうに、町のほうか

ら、なぜふるさと納税払わないのかという

ふうな質問状出してます。 

相手から返事いただいてますので、その

ときでもよろしいですか。 

  （「はい」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、ありがとうございます。 

今のＯＺ１の会社概要につきまして、何

かほか質問ございましたら。 

はい、池田委員。 

○委員（池田忠史君） 

すいません、私が調べた資料によります

と、社員数は４名。増資によりまして、今

の資本金は 2,500 万円。株式発行、これ未

公開ですから、自社株なるのかもしれませ

んけど 138 万 4,000 株。株式の評価額は５

億円というような資料もありますけども。 

これ利益等は全く情報がないんでわかん

ないんですけど、かなり、最初から比べる

と、約３倍の増資をされて企業的に資本金

も増えている。 

さらに言うと、これ、なぜか６月に本社

移転されてますよね。 

その辺とか何かちょっと動きが何やかん

や怪しいんですけどその辺の情報というの

はどういうふうに調べられているのかなと

思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

今の質問に答えられますか。 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

私どもで把握してるのは、取りあえず謄

本をとらせていただきました。 

そこで記載のあるものをこの会社概要と

してまとめさせていただいているところで

ございまして、資本金については 9,000 万

円ある。本社については池田委員おっしゃ

ってるように移転されてるというところは

把握はできるんですが、なぜそこに会社を

移転されたのかとか、そういった情報につ

いてはこちらのほうとしては承知してない

というところでございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

じゃあ、大阪府に会社移転の至る経緯も

含めて、聞けるものなら聞いていただきた

い。皆さんわからないでしょうし、もし直

接お顔を合わせるならば、その場でも聞い

ていただきたいですし、できる限り情報を

集めていただきたい。 

いかがですか。 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

会社が移転したのはなぜかということを

大阪府に聞いてもどうかと思いますので、

直接ＯＺ１のほうに照会させていただきた

いと思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

お願いします。この後も、お顔合わせる

と思いますので、そのときでも聞いて、う

ちの町で議会のほうで問題になってること

はもう先方も十分御承知かと思いますので、

できる限りお聞きして、お答えいただくよ

うにお願いします。 
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では続きまして、８月 15 日付で、町のほ

うからＯＺ１のほうに対しましてなぜふる

さと納税を寄附していただけない理由です

とかね、その原因、理由といったことを求

めていただきました。 

これは７月の当委員会のほうで、ＯＺ１

に対して文書で求めたらどうかって案を行

政のほうで汲んでいただきまして、出して

いただいたものでして、８月 15日に出して

いただいて、この中にありますけども、８

月 31日付で、ＯＺ１のほうからちょっと黒

く塗ってますんでお名前がわからないんで

すけど、御返事いただいてますので、まず

資料のほうを開けていただいてますかしら。 

これがですね文書的に１枚、２枚、３枚、

４枚、５枚、５枚あります。 

今ここですぐ読んで、質問ということは

ちょっと無理ですんで、これを読む時間を

とりたいと思いますがよろしいですか。 

休憩をとって、それとも、10 分ぐらいで

読めますか。 

御返事がないようですが。 

はい。暫時休憩いたします。 

暫時休憩いたしまして、何分ぐらい、15

分ぐらい、15 分ほどで 40 分再開したいと

思います。 

その間に、この辺りが、今までの自分た

ちが得てる情報とちょっと違うんじゃない

かというふうな質問などをまとめていただ

いて、私が読む中では、ちょっと首をかし

げるところも多々ありますので、皆さんの

ほうで、こういったとこはどうなんだって、

行政、お答えできないものもあるかもしれ

ませんけども、できる限り読んでいただい

て、お願いしたいと思います。 

40分と言いましたけど 45分まで休憩いた

します。 

お願いいたします。 

   （休憩 13 時 27 分） 

  （再開 13 時 45 分） 

○委員長（秋元美智子君） 

休憩前に引き続き会議を再開させていた

だきます。 

皆様にはＯＺ１のほうからいただいた、

見解書となってますよね回答書ですけども。 

これ読んでいただいて、この辺りがわか

らない、この辺りが今まで聞いてるってこ

とと違うぞというとこなどを挙げていただ

いたら助かります。 

非常に、５ページに渡る内容ですので、

頭のほうから１ページ、２ページ、３ペー

ジ、４ページ、５ページとして、何ページ

のどこぐらいのところで、御意見いただけ

たらありがたいんですが、よろしくお願い

いたします。 

行政のほうもこれ読んで、聞いてたのと

違うみたいな、多々あるかと思いますけど、

まずはこちらの委員のほうの意見を先に伺

いたいと思いますので、お願いします。 

  （発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

  読んでこの中の疑問点あると思いますよ。 

  （発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

いやいや、何か挙げていただいて、その

あとどのように整理していくかをしたいと

思います。 

ここで話し合っても、回答がね、得られ

るものはないと思いますし、これもまた別

途ＯＺ１のほうに聞いていたのと違うとい

うふうにしてぶつけていくか。 

それか直接、今度塩川元町長に実は聞い

ていたのと、ＯＺ１の返事はこんなに違い

があったというふうにいくか。 

どのように行くかまでは決めてませんけ

ども、まずはなるほどでこの文書、終わり

にするか。 

（「委員からこれが事実かどうか聞いた
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らどうか」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

そっちわかりますか、そっちいただける、

事実かどうかっていうのを。誰も答えられ

るかな、もし答えられるんだったら。 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

我々この文書をいただきましたのは９月

８日でございます。 

８月 30 日付けになっておりますが届きま

してたのが９月８日でございまして、まだ

我々もこの５ページに渡る内容について、

細かく詳細に検討はまだできておらない状

況でございます。 

なので、これはあくまでも業者から届い

てる我々から送ったものに対する企業側の

見解ということで我々これ把握してまして、 

内容について、一々これに対してここが違

うあれが違う、うちはこう思てるという詳

細までちょっと整理ができてない状況でご

ざいますので、今委員の皆様から、いろい

ろ思いをお持ちだと思うんですが、一個一

個について、こちらのほうで正確にお答え

できるかというと、そういう準備ができて

ない状況でございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

よろしいですか。 

はい、川上委員。 

○委員（川上 勲君） 

企業版ふるさと納税のとこ見るとね、４

ページこれを見ると、２分の１の寄附をす

るということは何も書いてないわけや。 

その２分の１の寄附があるということは、

ＯＺ１の江川さんが言うたんか、塩川さん

が言うたんか、どっちかやと思うけどね。 

これは豊能町が言うたん、それとも向こ

うのほうから言うたん。どっちでっか。 

それが一番肝腎な話。 

   （発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、永並委員。 

○委員（永並 啓君） 

もともとは６月、昨年の６月の議会で出

された、議案のほうは、３分の２の交付金

を得る目的の議案書なんです。だから寄附

金として上がってた金額はその３分の１の

金額が出されてた。でも結果的に３分の２

の補助金は出ずに２分の１しか出なかった。 

２分の１の国からの補助金で２分の１は

そっちで持ちなさいよっていう補助金しか

出なかった。 

そしたら、３分の１と２分の１の差額分

をどうするか、豊能町で負担するかってい

う話合いを江川さんと塩川さんがされたっ

ていうところだけなんですよね。 

そこのされたところは、誰が確認してる

のかが全くわからない。当事者だけ２人だ

けでしゃべっておられるのか、でも喋った

ことを塩川さんはいろんなところで説明は

されてるんです。企業からもらうみたいな。 

でもその議案には２分の１というのはな

ってない。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、川上委員。 

○委員（川上 勲君） 

いや、そんなややこしいこと知らんけど

ね、議長がね、３億なんぼのうち約１億

9,000 万が、そのうちで 6,000 万入ったか

ら１億 3,000 万の穴が空いとるということ

やから半分ちゃうの。 

そんな詳しい内容はよう知らんけども。 

○委員長（秋元美智子君） 

いずれにしましてもですね、豊能町のほ

うが塩川前町長に出した質問書の回答文が

４月の 19 日付けで返ってきてます。 

（「それは誰が決めてんの。１億 9,000 万

なんぼ払う言うたんかこっちが払うて言

うたんか、それは決まってまんねん言う
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たんか」の声あり。） 

○委員長（秋元美智子君） 

  説明させてください。 

塩川前町長自身が、４月 19 日の回答で、

豊能町は令和４年度について国のデジタル

田園都市国家構想交付金事業費の２分の１

及び企業版ふるさと納税事業費の２分の１

を財源として取り組んできましたと、はっ

きりこれ御自身もおっしゃってんですね。 

ですからいろんな議会の中での予算のや

りとりは別として、前町長自身はこういう

ふうな認識で取り組んできました。 

（「担当はどういう認識でしてたのか」の    

 声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

何かわかりますか。 

はい、松本理事。 

○総務部理事（松本真由美君） 

当時担当でまちづくり調整監でありまし

たが、塩川町長のほうから、補正予算を組

み、その補正予算分、単費分になるという

部分については、企業版ふるさと納税での

ＯＺ１ほうからいただくということの指示

のもとで進めてまいりました 

○委員長（秋元美智子君） 

４年の６月６日、ふるさと寄附金で予算

上げてますよね。 

よろしいですか。 

ほか、この文書の中でちょっとこの辺が

理解できないというのは。 

はい、永並委員。 

○委員（永並 啓君） 

先ほど高木副町長がおっしゃられたよう

に、まだ来てこれの行政側の見解もまだ出

てないんですよね。 

さらに我々これを見ても、聞いたところ

で、こちら側がまず整理ついてない段階で、

いただいたＯＺ１から一方的に出された資

料の疑問点は至るところにあるんですけど、

それを、まずこの場で聞くんだったらまず

最低限、理事者側は全部把握した上でここ

は違います、ここはこうでした、ここはこ

う言いましたっていうのは、ある程度確認

も必要だろうし、把握した上でじゃないと

我々の質問したところで、何も答えれない

のかなという感じはしますけど。 

その時間を設けてもらってまた近いうち

に、この委員会を開催するよっていうよう

な形に。 

○委員長（秋元美智子君） 

そういう流れは考えられますね。 

いかがですか。 

はい、川上委員。 

○委員（川上 勲君） 

問題はね、半分入るというのがあって入

ってないのが問題や。その内容はともかく。  

これ以上あの理事者に聞いてもやね、塩

川さんが２分の１入ると、寄附金で。 

それが入ってないのが問題やからね。こ

れ以上何を言うてもしゃあないんちゃう。 

○委員長（秋元美智子君） 

これなぜ求めたかっていうと、どこに大

きな払うと言って払われないのか、相手が。 

そこの原因は一体何なんだろうという要

因がどこにあるんだろうということでこの

文書求めさせていただいてます。 

はい、永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

グタグタ言うてもわからないかもしれま

せんけれども３枚の最後、以上という３枚

で終わってるんですけど、そのちょっと上

のほうに、そこ江川さんからの一方的に書

き方ですけども、「豊能町からの「企業版

ふるさと納税の寄附に関する見解について」

に記載のある企業版ふるさと納税はデジ田

予算の財源としての位置づけではなく、豊

能町まち・ひと・しごと創生推進事業のう

ち「避けることのできない未来にそなえる
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事業」を寄附の目的としているものです」

って書かれてるんですけど、これについて

はどういう、判断ではできると思うんです

よ、この文章だけで言うたら。 

これはね、お金の話の中でね、 

要するに総務省のお金と、あとふるさと

企業版の寄附で３億 9,000 何百万という話

聞いた覚えがあるんですけど、これはデジ

田予算ということで聞いた記憶あるんです。 

この文章に対してどう、どういう感じで

すかね。 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

我々も、これ一通りを何回か私読まして

いただいてます。で、企業側のあくまでも

見解なので、どうなのかなというところも

当然いろいろ我々、私自身も思ってます。 

特に今、永谷委員が御指摘いただいてる

このふるさと納税の性格っていうんですか

解釈っていうんですか考え方なんですが、

ここが、企業と我々の見解が全然違うなと

いうところでは思っております。 

当然我々としたらこれデジ田予算の財源

として位置づけて、その上で議会のほうに、

この事業をお認めいただいてるという前提

がございますので、企業側がこういう、避

けることのできない未来にそなえる事業を

目的とした寄附なので、その金額が幾らに

なるかはこちらの裁量になりますっていう

のはたぶん、ここそういうふうに私自身は

読んでるんですけども、そういう位置づけ

ではなくって、やっぱりこれは１億 9,000

何某かのお金については、きっちり入れて

いただくことを前提としているもんという

ことであろうというふうに理解しておりま

す。 

企業側も、そういうことを言いますと寄

附の申出ということで、一旦 6,000 万円納

めていただいて、さらに当時の前塩川町長

が申出書ということで申し上げて、寄附の

申出者も１億 4,000 何某かのものが出てま

すんで、おそらくそういう認識、こういう

ふうに見解書いておられますけども、一方

で、おそらくこれ財源として位置づけられ

てるんだろうなということは企業側も、理

解はいただいてるんじゃないかと、いうふ

うには思います。 

以上でございます。 

○委員長（秋元美智子君） 

  はい、永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

言い方悪いですけどね、すり替えですわ

これ、はっきり言うて。 

企業が勝手にすり替えしてこういう文書

を出して、意見として言ってると。 

でもはっきり言ったら、脅しをかけてる

んですよこれね。文書全体見たって、何か

脅し的な文書になってますんで、これって

読んでびっくりしたのが状況です。 

これ、かなりもうすり替えやってますよ、

これ。 

そういうことやからこちらも、これから

中身精査されますけれども、ちょっとこれ

をしっかりやっていかないと、そのままず

っと行っちゃってまた交付金を返せとかね、

豊能町の責任どうのこうのいう強いスタン

スで出てますけれども、ちょっとその辺こ

れからねしっかりと文書を読んでいただい

て、また議会ともね、しっかりすり合わせ

したいと思います。 

よろしくお願いします。 

○委員長（秋元美智子君） 

今、５ページのまた中ほどに御参考の上

から５、６行目に、「当時から豊能町の財

政が厳しいことから、国の補助金とＯＺ１

の資金投入で取組を企画し」って言ってる

から、一部ではまた別でこういうふうも言
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ってるし、現実的にどういうふうな形で流

れていたのかどんなお考えを持っているの

か、さっきのね、永谷委員の質問ちょっと、

また違ってるなあというふうに私は読めま

すし、いずれにしても皆さん、このあたり

のところとか疑問なる点などございました

らなるべく。 

はい、議長。 

○議長（管野英美子君） 

４ページ目なんですけれども、企業版ふ

るさと納税のところで、真ん中から下ずっ

と事業継続というのが何回か出てくるんで

すけどね。これ、令和５年度に 10億近いお

金を、また申請するという話が出ていたと

思うんですね。部長さんはみんな知ってる

と思うんです。私もちょっと、相談を受け

たことがあるんですけど、令和４年度も検

証できてないのにおかしいということも言

ったし、もし上がってきたら私らは反対し

たいなとか思ってたんでね。 

この事業継続をしてもらえないからお金

を払わないって推測されるんです。何かそ

の辺りも、確認いただきたいなと思います。 

もう一点。 

○委員長（秋元美智子君） 

ちょっと今、もうちょっと言葉をまとめ

てください。 

○議長（管野英美子君） 

４ページ目の下、事業継続といって令和

５年度の予算を取りに行こうとしはったと

思うんですね。 

私、３月２日の一番最後の会議のときに、

これやりませんねっていうことを確認しま

した。やりませんっていうことを言われた。 

それで、腹立ってこういう文書になった

んじゃないかこれは後づけですけどね。 

そう思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

何か行政のほうに煮詰めてもらいたい先

ほど言った疑問点ありますか。 

  （発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

はい、わかりました。 

その上に、企業版ふるさと納税に関して

は、事業継続が必要条件となる旨を伝えさ

せていただいてます、当時の副町長、総務

部長同席のもと、って書いてますけど。 

  （発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

ただ、こちらのほうからこの点というこ

とは指摘させていただきたい。 

今ここでお答えするしない別にして、こ

のあたり非常に引っかかりますってことは、

皆さんの中からもいただきたいと思います。 

今言いました私の部分、それと議長が言

いました継続に関すること。それと、あと

永谷委員がおっしゃいました３ページの部

分ですね。 

はい、永並委員。 

○委員（永並 啓君） 

これ委員からも疑問点っていっぱい出て

きますけど、それを 15分ぐらい読んだだけ

では無理ですよね。 

理事者側も、高木副町長も何度も見返し

ておかしいおかしいというのが出てくるん

で、それやったら期間設けてこれを読んで、

また出してもらってそれもっていうような

形にしないと、ここ場では本当にもう見れ

ば見るほどこれも出しこれも出しってなっ

てでもどれも答えれないしで全部指摘だけ

で終わるんで、それだったらこれをどっか

のいついつまでにちょっと熟読して疑問点

を挙げてください、そしてこちら側も理事

者側もしっかりと、事実関係を確認してこ

こはどうだここはどうだっていう、理事者

側の見解も聞いた上でこの委員会に向かわ

ないといけないかなと思うんですけど。 

○委員長（秋元美智子君） 
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せっかく出てきたことだし、少なくとも

15 分読んでいただいて、その中でもね、出

てくる疑問は多々あると思いましたので、

できるだけ拾って行政のほうには置き土産

したいと思ってましたけども、もしも、永

並委員がおっしゃってるように、別な日に

改め‥ 

  （発言する者あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

いずれしても、今永並委員の方から提案

ありました、これに関しましては、これ以

上皆さんのほうから疑問を拾わないで、ひ

とまずこの場を閉めて、そして行政のほう

に見解を出していただいた上で、再度また

議会のほうと話し合うという形で閉めさせ

ていただいてよろしいですか。 

それとも、もうちょっとこの先どうする

かきちっとしなくちゃいけませんので。 

今の形はよろしいですかそれで。 

はい、永並委員。 

○委員（永並 啓君） 

ざっと読んだ中で、それで永谷委員がお

っしゃられたように脅されてるっていうの

は、これで KPI をしなかったら補助金返せ

みたいなこともしっかり書かれてるんです

よ。 

ですからそこら辺のすり合わせなりも全

部していかないと駄目なんで、本当に金返

って来る来ないだけの問題じゃないのかな

という感じがするんで、ぜひともね、事実

関係をまず整理して、それで多分大きく違

うのは、行政の事務の仕方と企業の事務の

仕方が全然違うんで、企業は何かもう３年

ぐらい継続的にあるからどっかでお金振り

込めばいいやろぐらいやけど、行政は単年

度なんで、もうその場で議案書が出たら本

当ならそこにお金が入ってないけないんで

すけど、そういう感覚も全く違うんでそこ

ら辺を全部整理した上でここの委員会でこ

ちら側からも課題を整理した上で出してぶ

つけて、豊能町としての見解をまたＯＺ１

側にぶつけて、どう対応していくのか。そ

して場合によっては、国のほうにも対応を

お願いすることになるかと思うんで、そう

いう形になるのかなと思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

  わかりました。 

  はい、永谷委員。 

○委員（永谷幸弘君） 

大阪維新公認の大阪府知事、で、後任の

豊能町長上浦。これってものすごく引っか

かるんですよね。すごく。 

何でこれ維新の会というのが必要なんか

というね、後任という。何か引っかかって

しようがないんです。 

ちょっと一言だけ申し添えました。 

○委員長（秋元美智子君） 

じゃあまとめさせていただきます。 

今回の回答分に関しましては、行政のほ

うでもしっかりまとめていただいて、相違

点ですとか、今までの流れとちょっと違う

んじゃないかということまとめていただき、

議会は議会のほうで、皆さんそれぞれまた

熟読していただいて、新たな疑問を出して

いただきたいと。 

それでよろしいですか。この件に関しま

しては。 

  （「いいです」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

たまたま国と府の働きかけの件が出てま

したけども、こちらのほうはもし取り組ま

れているようでしたらば、御報告をお願い

いたします。 

はい、高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

７月 24 日にこれ臨時議会がございました。 

そのときに修正案が可決されたというこ

とを受けまして、我々それ以降２回、大阪
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府のほうに相談に行ってます。 

スマートシティ戦略部のほうに行ってる

わけですけども、議会の結果を踏まえて、

今後の事業展開どうしていくのかというこ

とで、計画しております KPI これをどうさ

せていただいたらいいのかというところが

我々としてもちょっとこれ判断つきかねる

ということで相談させていただいていると

ころでございます。 

大阪府のほうからは、KPIが本当に継続で

きないものなのかどうかというところを改

めて、予算がない中でもできるものがある

んじゃないかというようなことも御指摘い

ただいてまして、今そこの整理をさせてい

ただいてるところでございます。 

このお金が入って来ないという問題につ

いても、あわせて大阪府のほうにはこうい

う事情もあって、議会のほうでお認めいた

だいてないというところはお伝えさせてい

ただいてまして、それは国のほうにも伝わ

っているという状況でございます。 

なのでこの KPI の件につきましてはまだ、

最終、国、府の判断が出てないというとこ

ろでございまして、ここは継続して、大阪

府、国に御相談しながら対応させていただ

きたいというふうに思います。 

○委員長（秋元美智子君） 

大変かと思いますがお願いします。 

ほか、今の報告いただいて、何か質問何

かございましたら。 

よろしいですか。 

 （「いいです」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

じゃあ、先ほど出ました最初のこちらか

らのお願いですね、ＯＺ１という会社はそ

もそもどのような会社かっていうことも少

し大阪府のほうからも情報を集めていただ

き、ほかのいろんな手段、方法を使って、

もうちょっと膨らませていただきたいとい

うことと、それからこの回答文に関しまし

ては、行政側の見解をまとめていただきた

いということで、お願いして、今日の会議

は閉めさせていただきたいと思いますが、

よろしいでしょうか。 

  （「はい」の声あり） 

○委員長（秋元美智子君） 

はい。これをもちまして、当委員会は閉

会させていただきますので、よろしくお願

いします。 

どうも長時間に渡りましてありがとうご

ざいました。 

 

   午後２時９分 閉会 
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